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■絆づくり部門

№ 地区 団　体　名 事　業　名 代表者名 ページ

1 中津西手賀野諏訪太鼓保存会 手賀野諏訪太鼓保存会事業 原　元之 1

2 落合 落合まちづくり推進協議会　文化教育部会 郷土資料利活用事業 飯森　修 3

3 落合 孜汲舎の会 孜汲舎活動事業 水野　克司 5

4 阿木 阿木の記念誌作成委員会
阿木の史跡・文化財とふるさとの歌の
記念誌を作成する

鈴木　弘之 7

5 神坂 神坂日陰対策の会 地域の道路の日陰対策と資源の有効活用事業 磯川　久一 9

6 川上 夕森振興ボランティアの会 滝巡りの遊歩道を整備する活動 小縣　雅文 12

7 加子母 有償ボランティア　えぷろん
有償ボランティア【えぷろん】
ボランティア活動推進事業

熊澤　恵美子 14

8 加子母 加子母防災士会 地域の防災意識向上 纐纈　輝己 16

9 付知 付知町優良材生産研究会 付知川河川公園　桜の樹整備事業 三浦　八郎 18

10 福岡 冨士山公園を美しくする会 満天星つつじを守り継承する事業 花田　住夫 20

11 蛭川 蛭子座友の会 蛭子座の積極的活用推進プロジェクト 永谷　千文 22

12 蛭川 蛭音コネクト 蛭音祭 玉谷　正幸 24

13 蛭川 郷土文化財保存会 「蛭川村の伝説」の再発行 奥村　雅美 26

14 蛭川 さいびの会 蛭川の本と地域を継げる活動事業 西山　ゆかり 28

■立ち上げ部門

№ 地区 団　体　名 事　業　名 代表者名 ページ

R5年度は申請なし

～　目次　～



人（ 人）

円 令和 5 　　年 6 月 15 日から

( 円） 令和 6 　　年 3 月 8 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

盆踊り演
奏

諏訪神
社演奏

 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

10

310,000

中津西

10

10

手賀野諏訪太鼓保存会事業

事

業

内

容

事業の目的

・会員が練習や研修会を通して諏訪太鼓を習得し、手賀野地区敬老会や手賀野諏訪神社例祭の秋
祭りで区民の皆さんに演奏を披露する。
・地域のイベントを盛り上げるとともに住民間の交流を深める。
・手賀野地区・西地区の子どもたちに太鼓の面白さを伝え、諏訪太鼓の保存・継承につなげる。

具体的な活動内容

・7月の手賀野盆踊りで演奏
・10月の手賀野諏訪神社の例祭で結成披露
・岡谷市の道場にて研修会の実施（7人×4回）、指導者を育成。
・周囲への声掛け、2家族の練習見学・参加あり

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

今後の展開（自立に向けた活動）

・演奏項目を増やし、活動の場を増やしながら地域の皆様との交流を深めていきたい。又、介護施設
等への演奏訪問も行って行きたい。

事業名

事
業
分
類

番号 ③ 活
動
分
野

⑩番号

会員数

地区

　人

内（補助金額） 200,000

ふりがな はら　もとゆき

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名
原　元之

総事業費
実施期間

令和5年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな てがのすわたいこほぞんかい 地域名

団体名 手賀野諏訪太鼓保存会

練習 練習

・講習及び練習により、演奏項目（勇駒）の各パートを会員全員が習得出来た。

・演奏時サポート要員の確保が困難で苦労した。
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練習風景

活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

手賀野盆踊り
演奏風景

演奏（屋台囃子）

御諏訪太鼓教室
講習風景

演目（勇駒）

サンライフ別館
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人（ 人）

円 令和 ５ 　　年 ７ 月 1 日から

( 円） 令和 ６ 　　年 ３ 月 ２９ 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

※資料のデータ化・印刷

※資料の利活用

 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月 ３月

令和５年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな おちあいまちづくりすいしんきょうぎかい　ぶんかきょういくぶかい 地域名 落合 地区

団体名 落合まちづくり推進協議会　文化教育部会 会員数 8 　人

ふりがな かいちょう　いいもり　おさむ

延べ
参加人数

内（会員数）

102 29

代表者名
会長　飯森　修

事業名 郷土資料利活用事業

総事業費 341,880
実施期間

内（補助金額） 200,000

主な活動の流れ

事
業
分
類

番号 ② 活
動
分
野

番号 ④⑨⑩

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

(成果)
・落合ダムの工事写真などの資料をデータ化し、今後の活用につなげた。
・在庫切れとなっていた落合宿ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ、本陣絵はがき、「軽便」を増刷し、落合の魅力を発信した。
・小学校の孜汲舎活動、中学校の英語版観光案内の作成に郷土資料が活用された。
(苦労したこと）
・郷土資料を地域の「宝」の再認識につなげるためには、地道な取り組みが必要と思われる。

今後の展開（自立に向けた活動）

■引き続きまち協として
・失われつつある資料を掘り起こして、整理・データ化して残す意識を定着させる
・データ化や増刷した資料を活用し、落合の歴史や文化を継承・発信する活動を充実させる
・地域に眠る資料を収集するためには、まち協の枠を超えた活動にしていく

事

業

内

容

事業の目的

先人が残した地域に関連した資料や伝承を読み解いて、自分たちの暮らす地域の歴史や文化の中か
ら「宝」となるものを再発見し、地域に愛着や誇りを持てる市民を育てる。

具体的な活動内容

・郷土の歴史・文化に関わる資料の整理・データ化
・郷土資料の読み解き
・郷土資料を地域の活動に活用する
・事象を地域の「宝」として意識づけ、地域活性化、落合の魅力向上、文化の継承に結びつける

資料調査・確認 資料ﾃﾞｰﾀ収集・印刷

学校への資料提供と助言（小学校孜汲舎活動/中学校英語版観光案内作成）

孜汲舎発表会 健康ｳｫｰｷﾝｸﾞ 公民館ｷﾞｬﾗﾘｰ開設
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活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

▲活動の中で落合ダムに関する資料のデジ

タルデータを入手できた。今後、展示などをと

おして紹介していきたい。

▲コロナ禍が明けて外国人観光客の来訪が

増加している。数少ない英語版のパンフレッ

トを増刷して、魅力発信に努めた。

▲鉄道ファンや歴史に興味のある人の根強

い需要があるようで、在庫切れの後も問い

合わせがある。増刷により落合の歴史の一

端を発信継続する。

▲「健康推進員と歩こう」では、コース上で落

合ダムや村瀬橋、葉山嘉樹などの解説をし

た。今後も資料を活かし、郷土の歴史などを

紹介する機会を設けたい。

▲小学校の孜汲舎活動に郷土資料を提供し

た。子どもたちは資料を活用して、「落合の宝

物」としてまとめ、ひと・まちテラスで発表会を

行った。

▲地域の作家の作品を郷土の資料と捉え、

発表の場として公民館にギャラリーを開設し

た。創作に関心のある人たちの交流や話題

づくりのきっかけになることが期待される。

）
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人（ 人）

円 令和 5 　　年 7 月 1 日から

( 円） 令和 6 　　年 3 月 29 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

※郷土学習支援

※発表会・イベントなどの開催

①② ③④ 　⑤

 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

189

201,033

落合

5

80

4人＊4回＊3か月＝48人
セレモニー7人＋（4人）＝11人

孜汲舎活動事業

　人

事

業

内

容

事業の目的

〇地域に暮らす先人として、子どもたちに自分たちの暮らす地域の歴史や文化を伝え、ふるさとに愛
着や誇りを持てる子どもを育む
　
※孜汲舎（しきゅうしゃ）：落合小学校の前身となった寺子屋の名

具体的な活動内容

・学校におけるふるさと学習の支援/子どもに落合の魅力を伝える
　①「夏休み子ども塾」（落合公民館　8/7-10）　　②「落合の宝物」（ひと・まちテラス　8/19）
　③「落合大好きっ子写真展」（落合宿本陣　11/3）　　④「村瀬橋と落合ダムを巡る」（現地　11/8）
　⑤「落合の宝物」（落合小学校内発表会　1/29，2/1，2/5）
・教材としての郷土資料の整理・データ化
・活動を通した学校と地域との協働促進

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

(成果)
・地域の歴史や文化を子どもたちに伝える活動ができた
・地域の歴史や文化に触れることで、子どもに地域への愛着や誇りが芽生えたようだ
・孜汲舎の会と学校の活動との連携、子どもとの関わりを深めることができた
(苦労したこと）
・子どもとの関わり方や子どもの活動時間の制約（下校時間）に苦労した

今後の展開（自立に向けた活動）

■引き続き孜汲舎の会として
・地域の歴史や文化への関心や知識を深めることで、子どもの目を通した地域の「宝」を再発見する
・「宝」としての意識づけを地域に発信し、地域活性化、落合の魅力向上、文化の継承に結びつける
・学校と地域の連携を深めて、地域学校協働活動を推進する一助とする
・活動に関わる人材を増やす

事
業
分
類

番号 ② 活
動
分
野

④⑨⑩番号

200,000

ふりがな かいちょう　みずの　かつし

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名
会長　水野　克司

事業名

総事業費
実施期間

内（補助金額）

令和5年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな しきゅうしゃのかい 地域名

団体名 孜汲舎の会 会員数

地区

落合小学校郷土学習支援

⑤宝物校内発表①子ども塾・②宝物 ③写真展・ダム村瀬
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活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

▲小学校内の「孜汲舎」の部屋（空き教室
利用）で、毎月運営委員会を開催し、子ども
と共に学習したり、発表に向けた準備など
の活動を行った。

▲まちテラスで「落合の宝物」と題して日頃
の学習の成果を発表した。 月に一度、孜

汲舎の会の大人たちと一緒になって調べ
てきた「落合宿本陣」「狐膏薬」「中山道」
「三文餅」について、映像とともに解説した。

▲ひと・まちテラスでの発表の成果を校内で
も披露した。高学年向け、中学年向け、低学

年向けの発表会を行って、より多くの児童に
落合の歴史や文化に関心を持ってもらえる
よう工夫した。

▲４日間にわたる夏休み子ども塾では、「落
合の歴史博士になろう」の回を担当し、落合
の昔話や中山道の歴史などについて、子ど
もたちに解説した。

▲「落合大好きっ子写真展」落合小学校４年
生が総合的な学習の授業で撮影した写真を

落合宿本陣で展示し、来場者に地域の魅力
として解説した。授業での撮影場所の選定
や解説、展示会場設営などの支援を行った。

▲健康推進員と歩こう「村瀬橋と落合ダムを
巡る」と連携し、落合小2・3年生48人の参加

調整を行った。村瀬橋やダム解説を受けたり、
ダムの堤体から望む景色には歓声が上がる
など。落合の歴史と絶景スポットに触れるこ

とができた
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人（ 人）

円 令和　５　年 ６ 月 ８ 日から

( 円） 　　令和　６　年 ３ 月 ２４ 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

役員会議 役員会議 役員会議 購入資材等の選定 ⇒ ２月頃から購入

　　　　　伐採・運搬作業　　薪作り実習作業

 ６月 ８月 １１月 １２月 １月、２月 ３月

                             ※この様式は活動事例集として編集しますので変更しないでください

224

203,956

神 坂

199

＊打合せ会議など　　　 ２４人（２０人）
＊伐採・運搬作業　　　１６０人
＊薪作り実習作業       ４０人地域の道路の日陰対策と資源の有

効活用事業

事

業

内

容

事業の目的

　神坂地区の主な道路は山林に沿った所が多く、茂った樹木やその枝葉により道路の見通しが悪
く、また冬場は日陰で路面が凍結するため、通学路や歩道、車道など通行に支障をきたしている
状況です。この会では、道路沿いの立木伐採を行うことにより、見通しが良くなり冬場の路面の
凍結防止にもつながるため、通学路の安全性や交通の利便性も向上し住民の往来が進むと考えて
います。また、伐採材の有効活用を行い、薪などの副産物利用が図れることで森林保全や地球温
暖化防止にも役立つとも考えています。このような地域づくりとしての取組を行い、住民に関心
を持ってもらえるような日陰対策を継続して進めていきたいと考えています。

具体的な活動内容

＊役員会議の開催
　協議内容：①伐採要望、②伐採場所の検討と選定、③今後の日程調整、
　　　　　　④機材などの購入、⑤安全確認など。
＊区長会などとの打合せにより活動場所などの選定を行った。
＊共同作業実施の機材等の見積書を複数確保し、価格交渉をして購入費の低減を図った。
＊作業実習会を行い、道路沿いなどの伐採作業を実施した
　実施個所：神坂地域塩野区天堤地内（詳細は別図を参照）
＊伐採木の運搬作業を実施した。
＊薪作りの作業実習を実施した。

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

＊伐採作業や運搬作業など安全・安心に注意し作業が実施できたことは良かった。
＊伐採作業や薪作りの作業実習ができ、事業に対応できるスタッフを増員できて良かった。
＊伐採作業後、道路の日当りや見通しが良くなった。特に冬場の通行の心配が減った。
＊伐採で得られた木材を薪に資源化でき、エネルギーの地産地消や環境保全につながった。
＊地域内の方を中心に薪の販売を予定。わずかだが活動資金を確保できる見通しである。
＊住民の方より「道路が明るくなり見通しが良くなった」とお礼や感謝の言葉をいただいた。

今後の展開（自立に向けた活動）

＊伐採作業における安全確保に向けた講習会を定期的に実施していく。
＊市内の薪ストーブ利用者などに呼びかけ、薪の販路獲得に努める。
＊会員や担い手の獲得に向け、薪ストーブ利用者やキャンパー等へのＰＲを強化する。
＊毎年１か所での実施を目指して活動する。特に冬季の交通事故防止につなげる。
＊事業の継続的な実施に向け、神坂地区の区長会やまち協とも連携して取り組む。

事
業
分
類

番号 ① 活
動
分
野

② ③ ⑥ 番号

総事業費
実施期間

内（補助金額） 200,000

ふりがな
かいちょう　いそかわ　きゅういち

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名 会長　磯川　久一

事業名

( 令和５ )年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな みさかひかげたいさくのかい 地域名

団体名 神坂日陰対策の会 会員数

地区

　２０人
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活動状況写真等 （6 枚程度添付し、コメントを添えてください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 審査会の様子                伐採スタッフ集合写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 伐採状況①（天堤）            伐採状況②（天堤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伐採後の状況（天堤）            薪作り実習作業 
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中津川市 定住推進部 市民協働課
TEL 0573-66-1111（内線327）


